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議長就任のあいさつ

副議長就任のあいさつ

神埼市議会議長　葊　瀧　恒　明

神埼市議会副議長　田　原　和　幸

　市民の皆様には、平素から市議会に対し深いご理解とご協力

を賜り、心より感謝申し上げます。さて、去る４月 26 日の臨時

議会におきまして、新たな体制が整い、私は議長として選任して頂きました。身に余る光栄に

感謝いたしますと共に、その責務の重大さを痛感し身の引き締まる思いでございます。市は平

成 18 年３月 20 日に合併し 10 年を迎えました。「自然と歴史と人が輝く未来都市」をビジョン

として邁進してきました。しかし、市を取りまく環境は大きな転換期を迎えています。本市が

めざす都市像の実現に向け、議会と執行機関との真摯な議論により、有効な政策を推進してい

きたいと思います。議会運営に当たっては、開かれた議会を目指すため、全議員の意見を尊重

し、執行部と議論を重ね、努力していきたいと思います。議会と行政は車の両輪ですが、ブレー

キも調整し、バランスを保ちつつ、市民の皆様の目線で行政と対等に渡り合う議会へと、職務

に全力を傾注する決意であります。市民の皆様におかれましては、引き続き議会に対しまして、

一層のご理解とご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げまして、就任の挨拶とさせて頂き

ます。

　今４月の臨時議会において、議員各位のご支援を受け、副議

長に選任され就任いたしました。

　合併 10 周年、次の 10 年に向いベクトルを決める重要な時期に拝命し胸熱くしています。こ

れからの「まちづくり」「活性化（地方創生）」なるものは、行政が担うべき課題であると同時に、

議会に付与された議題、命題でありますので、執行部と真摯に向き合い市民の皆様の「まちづ

くり」に対する考え方を示し、協議を重ねることが大事な役割と考えます。

　さし当り、目前に迫る合併特例債の発行期限５年延長に伴うプロジェクトは本庁舎建設、脊

振町複合施設、葬祭公園等があり、議論が沸騰すると思います。また、地元自治体と国との間

で再始動、検討された城原川ダムの早期着工など、国と県と市と川の流れのようにスムーズな

連携が必要な事業も予想されます。

　こういう観点から議長を補佐し、よりよい議会運営に邁進する所存です。

　奇をてらうことなく温故知新の精神をモットーに「たたかれても、干されても、削られても

味を出す」鰹（カツオ）の如く努めます。
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議 会 運 営 委 員 会

文教厚生常任委員会

総 務 常 任 委 員 会

産業建設常任委員会

宮地　　明

西原　正剛

中野　　均

山田　一明

野口　英樹

葊瀧　恒明

白石　昌利

永沼　　彰

山田　一明

山口　義文

田原　和幸

片江　　護

松本　軍二

永沼　　彰

佐藤　知美

原　　信義

福田　淸道

福田　淸道

総務企画部、市民福祉部（税務課）、会計課、監査委員、選挙管理
委員会に関する事項の調査及び審査

市民福祉部（税務課を除く）、教育委員会に関する事項の調査及び
審査

産業建設部及び農業委員会に関する事項の調査及び審査

議会を円滑・効率的に運営するための議長の諮問的な性格を帯び
た機関
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≪第一分科会≫

役職 番号 氏名

会　長 4 中野　　均

副会長 10 田原　和幸

会　員 5 藤瀬　光正

会　員 6 野口　英樹

会　員 8 白石　昌利

会　員 11 山田　一明

会　員 13 山口　義文

会　員 14 木原　憲治

会　員 15 松本　軍二

会　員 17 福田　淸道

≪第二分科会≫

役職 番号 氏名

会　長 16 永沼　　彰

副会長 7 野副　 昭

会　員 1 西原　正剛

会　員 2 宮地　　明

会　員 3 簑原　　忍

会　員 9 原口ひさよ

会　員 12 葊瀧　恒明

会　員 18 佐藤　知美

会　員 19 片江　　護

会　員 20 原　　信義
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副
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長
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よ

議会広報編集特別委員会

白石　昌利

西原　正剛

山田　一明

原口ひさよ

簑原　　忍

松本　軍二

田原　和幸

藤瀬　光正

福田　淸道

永沼　　彰

野副　 昭

片江　　護

予 算 特 別 委 員 会

議会改革検討特別委員会

神埼市議会だよりの発行及び編集技術向上に関する調査研究

平成28年度神埼市一般会計予算及び特別会計予算において議会
の議決によって付議された事件を審査

市民の付託に応えられる議会活動、議員活動の実現を目指し、
議会改革に関する事項の調査・検討
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平成28年４月臨時会

平成28年５月臨時会

議案第44号（全員賛成）
神埼市税条例等の一部改正について

議案第45号（賛成多数）
神埼市国民健康保険税の一部改正について

専決処分の承認を求めることについて

平成28年度一般会計（補正第１号）
5,658万９千円を追加

Q 固定資産税等が、どのような増収になるのか。また市内に対象物件があるのか。

A
わがまち特例の分の条例で、平成 27 年度と平成 28 年度の税収は変わらない。該当する物
件は、太陽光発電設備について、法人が 20、個人が 28 箇所あり、津波防災対策の港湾施
設等で、黒津漁港が該当する。

Q 国保税と後期高齢者支援金の最高限度額の引き上げにより、課税される最低の所得は、い
くらになるのか。

A
シミュレーションを持ち合わせていない。最高限度額となる最低の所得は、国保税限度額
から均等割と平等割を差し引いた金額に 330 千円を差し引き、所得割の率を割り戻して計
算する。

主　な　事　業　・　内　容 補正額（千円）

神埼市新庁舎建設事業（財産取得のための調査委託） 54,589

平成 28年熊本地震義援金 2,000

■主な補正
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補　正　予　算

防災機能強化事業
（小学校体育館屋根・外壁改修工事）� 6,479万円

平成28年度一般会計（補正第２号）
1億7,177万7千円を追加

　平成 28年５月定例会は、５月 27日～６月 22日までの 27日間開催され、

一般質問には15名の議員が登壇しました。

　平成 28年度一般会計補正予算では１億 7,711 万７千円が追加され、総額

143億 3,136万６千円となります。

５月定例会

主　な　事　業 補正額（千円） 事　業　の　内　容

さが未来スイッチ交付

金事業
8,337

・活力発見地域創出事業　333万７千円

・未来へ繋ぐ歴史・文化事業　200万円

・地球づくり活性化事業　300万円

次期ごみ処理施設建設

事務委託料
9,631

・平成 28年度における次期ごみ処理施設建設の基本計画

策定等事務に関する委託料

農地利用最適化交付金

事業
2,376

・新制度に移行した農業委員会の積極的な活動をさらに推

進するため、平成 28年４月からの農業委員及び農地利

用最適化推進委員が行う農地利用の最適化に係る活動等

の実績に応じた活動手当として、これまでの報酬に加え

て交付する

児童生徒の活用力向上

研究指定事業
735

・平成 28年度佐賀県教育委員会の研究校指定を受けた市

内４校において、県委託金を受け事業を実施

■主な補正
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これが聞きたい！
さが未来スイッチ交付金事業　8,337千円

（事業の目的）
　平成 28 年度佐賀県において創設された「さが未来スイッチ交付金」を活用し、人口減少や
これに伴う地域の活力低下が顕著な地域を対象に補助事業等を実施し、集落等の維持や活性化、
或いは地域コミュニティの充実強化を図る。

Q 活力発見地域創出事業や未来へ繋ぐ歴史・文化事業は千代田東部地区、脊振地区、仁比山
地区が対象地区になっているが、どのような基準で選定されたのか。

A

この事業については、県の地方創生事業ということで創設されている。要件としては、地
域において人口減少が顕著なところを対象とし、神埼市全体の人口減少率を上回っている
地区を対象とするという事で、自治会単位、大きくとって小学校区単位という位置づけで
決められている。

葬祭公園整備促進協議会負担金について　15,419千円
（事業の目的）
　神埼市・吉野ヶ里町葬祭公園整備促進協議会の構成市町が連携して、葬祭公園設備に必要な
関係法令諸手続や事前調査を行うことにより、佐賀県を含む関係機関との協議を加速させ、一
部事務組合の設立準備を進めて葬祭公園設備の早期実現を図る。

Q 葬祭公園整備事業の進捗はどのようになっているのか。

A

取付道路に関しては、志波屋地区で、地区
総会での了解を受けて進めている。そのよ
うな作業の中で、吉野ヶ里町と協議を行っ
て、準備予算として計上している。地権者
の相続が終わっていない方については、手
続きを司法書士に依頼するなどの対応を地
元役員と一緒に行っている。

葬祭公園建設予定地
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Q 環境影響調査のために大きな予算が計上されているが、具体的にどのような調査を行うのか。

A

建設負担金ということで、まず、環境影響調査について、基本的には火葬場に環境影響調
査の義務はない。ただ、これまでの地元との協議の中で、色んな懸念の声が出ていたため、
前もって調査をすると地元に話をしている。義務付けのものは年間４基で行うが、簡易的
なものということで、公害対策に関する廃棄、振動、臭い等の調査をデータで把握すると
いう準備を行っている。12 月に事務組合設立の予定があるので、それ以降の予算措置で
は時間的に難しく、協議段階の準備作業ということで予算に計上させてもらっている。

次期ごみ処理施設建設事務委託料　9,631千円
（事業の目的）

　佐賀県環境影響評価条例に基づき、次期ごみ処理施設に係るコンセプトや、施設規模、処理
方式、環境保全目標など、より環境に配慮した施設建設を目指すものである。

Q

脊振共同塵芥処理組合のごみ処理施設には
溶融炉が整備されているが、整備前にため
られていた焼却灰を燃やし尽くすまでにど
れくらいの期間がかかるのか。また、広域
化に伴う新しい処理施設と並行して使用す
るのか。

A

10 年ぐらいを目途としている。東部の三養
基の施設も並行して存在するような状態で
あり、どちらが先に終わるのか分からない
が、完全に解体するまでは使用の可能性が
ある。

Q 広域化に伴う脊振共同塵芥処理組合職員の身分保障はどのようになっているのか。

A 現在、勤めている職員については、神埼市としてきちんと対応できるように協議していく。

脊振共同塵芥処理組合
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農地利用最適化交付金事業　2,376千円

防災機能強化事業　64,790千円

（事業の目的）
　農地利用の最適化の推進に関する事務が、必須事項に位置付けられ、積極的な活動を推進する。

Q
農業委員会の必須事務の中に新規参入の促進

があるが、市内においてどのような状況なの

か。

A
今、健康食品関連の会社から相談があって
いる。このような案件は、今後も出てくる
ものと思っている。

（事業の目的）
　老朽化により劣化した小学校体育館の屋根の防水工事、外壁の落下防止工事を行い、学校体
育館の長寿命化、及び児童の安全を確保するとともに、災害時等の避難所としての安全確保を
図るもの。

Q

小学校の体育館は災害時の避難所になってお
り、夏場に避難した際、窓を開けるためにも
網戸の設置が必要だと思うが、市としてどの
ように考えているのか。

A
今回の工事で網戸設置の予定はしていない。
避難所として使用することになっているの
で、検討させていただきたい。

市内の農地

工事対象の一つである千代田西部小学校体育館
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Q
企画室から企画課に変更しているが、室と課の違

いは何か。

A
大型事業（庁舎建設等）があるので名称変更を行っ

た。

Q
合併のメリットが想定されているが市民に負担がか

かるようなものはあるのか。

A
ごみ処理施設広域化は、20 数億円の経済的メリット

がある。今の段階では極力、影響がないようにした

いと思っている。

各常任委員会のＱ＆Ａ
総務常任委員会

文教厚生常任委員会

総務企画部

市民福祉部

　≪議案第49号≫（全員賛成）
神埼市総合計画審議会設置条例等の一部改正について

　≪議案第50号≫（全員賛成）
神埼市と鳥栖・三養基西部環境施設組合との次期ごみ処理施設
の建設に関する事務の委託について

市のごみ袋

企画課の窓口
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議案第45号　神埼市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて

賛否があった議案を紹介します。
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果結決議号番案議

可決議案第45号

　この国民健康保険税の過重な負担が本当に私たちの暮らしを脅かしている。540 千円と 190
千円になる、とても私たちの支払い能力を超えるこういう過重な限度額引き上げは、許される
ものではない。市民の暮らしを守るためには、一般会計からの繰り入れ等をとりあえずやりな
がら、国に対してこういう国保税の引き上げはやめるように、そしてまた議会も一緒になって
国に強く求めていくことが必要であるということを述べて、この議案に反対する。

　具体的に記憶が定かではないが、結局、所得割というところで所得の多い人には国保税をか
け、所得の低い人には軽減策をやったということで、私としてはこの議案はまともなものだと
思っている。

《議案に対する反対討論》� 福田淸道　議員

《議案に対する賛成討論》� 宮地　明　議員

神埼市民の願いを意見書にして国に届ける

　日本は、ＯＥＣＤ諸国に比べて、１学級当たりの児童生徒数や教員１人当たりの児童生
徒数が多い状態であり、全ての学年における１学級の学級編成の標準を改定し、計画的な
定数改善が必要である。いくつかの自治体においては、厳しい財政状況の中、独自財源に
よる定数措置が行われているが、国の施策として定数改善にむけた財源保障をすべきであ
り、子どもの学ぶ意欲、主体的な取り組みを引き出す教育の役割は重要であり、そのため
の条件整備が不可欠である。

記

１．子どもたちの教育環境改善のために、少人数学級の推進を含む、計画的な教職員定数
改善を推進すること。

２．教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の堅持と義務
教育費の総額を拡充すること。

少人数学級の推進と義務教育費国庫負担制度の堅持及び義務教育費総額の拡充を求める意見書
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議会改革検討特別委員会の活動報告

神埼市まちづくり特別委員会の活動報告

　

５
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
両

分
科
会
及
び
６
月
８
日
に
開
催

さ
れ
た
第
２
分
科
会
に
つ
い
て

報
告
を
行
う
。
第
１
分
科
会
で

審
議
さ
れ
た
「
行
政
評
価
」
に

つ
い
て
は
、
同
規
模
自
治
体
の

事
例
等
を
調
査
し
な
が
ら
継
続

協
議
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

「
議
員
倫
理
条
例
」
に
つ
い
て

は
、
議
員
の
資
質
に
か
か
わ
る

こ
と
で
あ
る
が
、
我
市
議
会
に

と
り
現
時
点
で
の
必
要
性
が
希

薄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
制
定
に

向
け
た
作
業
を
見
送
る
こ
と
と

さ
れ
た
。「
議
会
報
告
会
」
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
議
会
報

告
会
で
市
民
か
ら
出
さ
れ
た
意

見
・
要
望
に
つ
い
て
今
年
度
の

報
告
会
で
報
告
す
る
た
め
、
整

理
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

第
２
分
科
会
で
審
議
さ
れ
た

「
決
算
審
査
の
審
議
時
期
」
に

つ
い
て
は
、
過
去
の
分
科
会
審

議
や
執
行
部
の
予
算
編
成
の
状

況
等
を
確
認
し
、
現
行
の
実
施

　

４
月
14
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
新
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会

及
び
脊
振
町
複
合
施
設
建
設
検

討
委
員
会
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ

た
基
本
構
想
案
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
特
別
委

員
会
と
し
て
二
つ
の
基
本
構
想

案
を
尊
重
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

５
月
２
日
の
委
員
会
で
は
新

庁
舎
建
設
及
び
複
合
施
設
建
設

の
基
本
構
想
の
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
及
び
住
民
説
明
会
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ
た
。
市
民
へ
の
周

知
、
配
布
、
回
収
方
法
、
質
問

項
目
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
住

民
説
明
会
は
小
学
校
区
単
位
で

の
開
催
を
提
案
さ
れ
た
。

　

６
月
17
日
の
委
員
会
で
は
、

５
月
16
日
か
ら
18
日
に
か
け
、

各
町
で
行
っ
た
基
本
構
想
に
か

か
る
住
民
説
明
会
の
報
告
を
受

時
期
で
よ
い
と
の
結
論
を
出
し

た
。
２
つ
目
の「
政
務
活
動
費
」

に
つ
い
て
は
、
使
途
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
に
向
け
て
他
市
の
事
例

と
と
も
に
、
過
去
の
市
の
精
算

実
績
で
再
確
認
さ
れ
た
事
項
を

参
考
に
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
視

察
研
修
や
書
籍
購
入
に
か
か
る

ル
ー
ル
を
確
認
さ
れ
た
。

　

６
月
10
日
の
小
委
員
会
で
は

分
科
会
か
ら
の
報
告
を
受
け
、

委
員
会
で
の
協
議
事
項
等
に
つ

い
て
審
議
を
行
っ
た
。

　

６
月
16
日
の
委
員
会
で
は
、

「
議
員
倫
理
条
例
」
及
び
「
決

算
審
査
の
審
議
時
期
」
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
も
分
科
会
で
出

さ
れ
た
結
論
を
尊
重
す
る
と
と

も
に
、
委
員
会
で
の
継
続
協
議

と
な
っ
て
い
た
「
特
別
委
員
会

出
席
費
用
弁
償
」に
つ
い
て
は
、

一
度
廃
止
し
た
も
の
を
再
度
復

活
さ
せ
る
こ
と
や
昨
年
報
酬
が

上
が
っ
た
背
景
等
を
踏
ま
え
導

入
を
見
送
る
こ
と
と
し
た
。

け
た
。
説
明
会
は
小
規
模
単
位

の
説
明
会
を
行
う
等
の
工
夫
を

し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ

り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
は
し
っ

か
り
ま
と
め
て
市
民
へ
公
表
し

て
ほ
し
い
と
要
望
し
た
。

山口　義文 委員長

山田　一明 委員長
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議
員　

若
い
人
た
ち
が
集

い
、
そ
し
て
触
れ
合
う
。
そ

の
よ
う
な
空
間
づ
く
り
を
是

非
や
っ
て
貰
い
た
い
。
そ
れ

が
、
脊
振
町
の
振
興
、
活
性

化
に
繋
が
る
の
で
、
若
者
向

け
の
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
の
整

備
を
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

今
若
い
人
た
ち
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
場
所

と
し
て
公
園
の
利
活
用
が
増

え
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
や
ボ
ル
タ
リ
ン
グ

等
で
も
楽
し
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
施
設
を
高
取
山

公
園
（
わ
ん
ぱ
く
王
国
）
に

設
置
で
き
れ
ば
、
若
い
人
た

ち
が
集
う
場
所
に
な
る
と
思

う
。
市
は
、
こ
の
公
園
の
整

備
・
振
興
を
如
何
に
図
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

脊
振
町
の
魅
力
。若
い
世
代
が
住
み
続
け
た
い
地
域
振
興
施
策

必
要
な
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い

答

白石　昌利 議員

岸
川
産
業
建
設
部
長　

利
用

者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ

と
か
ら
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
高
取
山
公
園
が
市
民

に
愛
さ
れ
、
誇
り
を
感
じ
ら

れ
る
施
設
へ
と
成
長
で
き
る

よ
う
、
適
切
な
維
持
管
理
や

必
要
な
施
設
の
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
。

一 般 質 問

議
員　

神
埼
市
内
、
小
・
中

学
校
の
通
学
路
で
の
不
審
者

対
応
は
大
丈
夫
か
。

永
原
教
育
部
長　

市
内
全
小

学
校
は
全
児
童
に
、
中
学
校

は
全
女
子
生
徒
に
防
犯
ブ

通
学
路
の
雑
草
等
、通
学
路
整
備
は
大
丈
夫
か

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
り
維
持
管
理
に
努
め
る

答

野口　英樹 議員

ザ
ー
を
配
布
し
、
通
学
時
に

は
常
に
携
帯
す
る
よ
う
に
各

学
校
か
ら
児
童
・
生
徒
に
指

導
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
護

者
へ
の
緊
急
時
連
絡
と
し

て
、
携
帯
電
話
な
ど
へ
の

メ
ー
ル
に
よ
る
連
絡
体
制
を

と
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
不

審
者
の
発
見
や
下
校
時
の
子

供
た
ち
の
安
全
な
見
守
り
と

し
て
、
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
を

Ｊ
Ｒ
長
崎
本
線
を
境
に
北

部
・
南
部
を
週
１
回
、
巡
回

し
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も

校
の
通
学
路
の
雑
草
等
、
通

学
路
整
備
は
大
丈
夫
か
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

雑
草

の
伐
採
は
、
１
回
目
を
５
月

の
連
休
明
け
か
ら
６
月
末
ま

で
の
間
、
２
回
目
を
８
月
の

盆
明
け
か
ら
10
月
末
ま
で
の

間
で
行
っ
て
い
る
。
近
年
、

雑
草
の
繁
茂
が
著
し
く
、
年

２
回
の
伐
採
で
は
対
応
で
き

て
い
な
い
の
で
、
業
者
に
よ

る
伐
採
の
追
加
や
市
職
員
に

よ
る
緊
急
対
応
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
、
雑
草
の
繁
茂

な
ど
に
よ
る
危
険
な
箇
所
の

対
応
は
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

や
市
民
か
ら
の
情
報
提
供
に

よ
り
、
適
切
な
維
持
管
理
に

努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
・
県
・
国
道
の
道
路
整

備
に
つ
い
て

・
市
の
施
設
の
耐
震
化
に
つ

い
て

構
想
に
は
十
分
な
期
間
と
議

論
が
必
要
。「
合
併
特
例
債

の
期
限
が
あ
る
か
ら
急
ぐ
。」

こ
の
考
え
は
理
解
で
き
な

い
。
少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
、
又
歳
入
の
見
込
み
な
ど

疑
問
で
あ
る
の
で
考
え
を
伺

う
。

高
平
総
務
企
画
部
長　

新
庁

舎
建
設
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
財
源
と
し
て
、
合
併
特

例
債
を
活
用
し
な
い
と
財
政

的
に
は
過
大
な
負
担
と
な

り
、
新
庁
舎
建
設
を
断
念
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
考
え

て
い
る
。

繁茂が著しい通学路

ボルタリング

市
が
進
め
る
、
神
埼

市
新
庁
舎
建
設
基
本

構
想
で
の
合
併
特
例

債
の
活
用
は
反
対

議
員　

新
庁
舎
建
設
は
数
十

年
に
一
度
の
建
設
で
あ
り
、

見
守
り
隊
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
方
々
に

よ
る
交
差
点
や

危
険
箇
所
に
つ

い
て
の
見
守
り

を
行
っ
て
頂

き
、
登
下
校
時

の
児
童
・
生
徒

の
安
全
・
安
心

に
大
き
く
貢
献

し
て
頂
い
て
い

る
。

議
員　

神
埼
市

内
、
小
・
中
学
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て
い
る
が
。

教
育
部
長　

今
年
２
月
の
説

明
会
後
、
市
長
宛
て
に
要
望

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

議
員　

実
習
田
を
埋
め
立
て

た
際
の
今
後
の
雨
水
排
水
対

応
に
つ
い
て
、
現
在
も
大
雨

時
は
国
道
北
側
が
冠
水
状
態

に
な
る
が
、
清
明
高
校
北
門

か
ら
の
通
学
路
は
今
後
も
地

域
住
民
の
生
活
道
路
及
び
農

機
具
搬
入
路
と
し
て
使
用
で

き
る
の
か
。
ま
た
、
移
転
後

生
徒
数
も
増
加
し
交
通
量
も

議
員　

農
業
の
法
人
化
が
進

ん
で
い
る
が
、
主
に
そ
の
中

心
を
担
っ
て
い
る
の
は
60
代

で
あ
る
。
従
っ
て
後
継
者
の

育
成
に
つ
い
て
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
市
は
法
人
化
を
推

進
す
る
立
場
と
し
て
具
体
的

な
対
策
を
検
討
し
て
い
る
の

か
。

小
坂
農
林
水
産
担
当
参
事
官

　

市
に
お
い
て
は
22
組
織
が

法
人
化
を
達
成
し
、
法
人
数

と
し
て
13
法
人
が
誕
生
し
て

い
る
。
そ
の
構
成
員
の
平
均

年
齢
は
お
お
む
ね
65
歳
で

あ
る
。
市
と
し
て
も
今
後

J
A
、
県
農
業
普
及
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
連
携
し
、
後
継

者
育
成
を
推
進
し
取
り
組
ん

で
い
く
。

子
供
の
貧
困
対
策
は

子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
を
実
施

答

議
員　

日
本
は
先
進
国
の
中

で
、
子
ど
も
の
貧
困
化
率
の

高
い
国
と
な
っ
て
い
る
。
神

埼
市
に
お
い
て
も
年
収
１
２

２
万
円
以
下
の
、
若
い
子
育

て
層
が
年
々
増
え
て
き
て
い

る
。
親
の
貧
困
を
子
供
世
代

に
引
き
継
が
せ
な
い
た
め
の

手
立
て
を
市
は
と
る
必
要
が

あ
る
。

志
岐
福
祉
事
務
所
長　

市
は

生
活
支
援
に
つ
い
て
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
本
年
６
月
よ

り
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
「
子
ど
も
の
学
習
支
援
事

業
」
を
実
施
し
、
教
育
委
員

会
と
連
携
し
て
貧
困
の
連
鎖

を
断
ち
切
る
事
業
を
開
始
し

た
。
こ
の
事
業
は
県
内
で
は

現
在
、
市
を
含
め
２
自
治
体

の
み
実
施
し
て
い
る
。

議
員　

神
埼
高
校
が
移
転
す

る
と
の
事
だ
が
、
移
転
先
と

時
期
は
。

永
原
教
育
部
長　

移
転
先
は

神
埼
清
明
高
校
敷
地
内
の
北

側
実
習
田
約
４
万
平
方
メ
ー
ト

ル
で
平
成
31
年
の
完
成
予
定
。

議
員　

移
転
先
の
地
区
へ
の

事
前
協
議
・
説
明
会
は
行
っ

た
の
か
。
ま
た
、
市
の
職
員

は
同
席
し
た
の
か
。

教
育
部
長　

横
武
・
鶴
田
地

区
区
長
に
昨
年
７
月
に
一
度

説
明
が
あ
り
、
今
年
も
同
地

区
役
員
を
含
め
て
県
の
教
育

総
務
課
よ
り
説
明
が
あ
っ
た

が
、
市
職
員
は
い
ず
れ
も
同

席
し
て
い
な
い
。

議
員　

両
地
区
の
区
長
よ

り
、
地
域
環
境
に
関
す
る
要

望
書
が
提
出
さ
れ
た
と
聞
い

神
埼
高
校
移
転
予
定
地
は
今
後
環
境
変
化
の
問
題
は
な
い
の
か

基
本
設
計
の
中
で
慎
重
に
検
討
す
る

答

増
加
す
る
た
め
、
生
活
環
境

が
激
変
す
る
と
思
う
が
県
と

の
対
策
は
協
議
し
て
い
る
の

か
。

　

事
業
は
県
主
体
だ
と
思
う

が
、
神
埼
市
に
関
す
る
問
題

は
、
し
っ
か
り
協
議
し
て
意

見
を
述
べ
て
ほ
し
い
。

教
育
部
長　

周
辺
の
影
響
に

つ
い
て
は
現
時
点
で
不
明
で

あ
り
、
大
き
な
影
響
が
生
じ

な
い
よ
う
基
本
計
画
の
中
で

県
と
十
分
検
討
し
て
い
き
た

い
。

神埼高校移転予定地　

農作業風景

福田　淸道 議員

西原　正剛 議員
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市内に設置された点字ブロック

　

議
員　

今
年
４
月
よ
り
障
が

い
者
差
別
支
援
法
が
施
行
さ

れ
、
神
埼
市
で
も
そ
の
推
進

が
望
ま
れ
て
い
る
が
、
障
が

い
者
に
対
す
る
支
援
と
対
応

は
。

志
岐
福
祉
事
務
所
長　

人
的

支
援
に
つ
い
て
訪
問
系
サ
ー

ビ
ス
で
は
、
自
宅
で
入
浴
、

排
せ
つ
、
食
事
等
の
身
体
介

護
な
ど
８
事
業
、
日
中
活
動

系
サ
ー
ビ
ス
は
、
通
所
に
よ

り
福
祉
施
設
に
お
い
て
日
常

生
活
上
の
支
援
や
生
産
活
動

機
会
の
提
供
、
ま
た
就
労
に

向
け
た
訓
練
な
ど
15
事
業
な

ど
。

　

物
的
支
援
に
つ
い
て
は
、

障
が
い
の
あ
る
方
が
安
定
し

た
日
常
生
活
を
送
る
た
め
に

障
が
い
者
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
を

障
が
い
者
差
別
支
援
法
に
沿
っ
た
施
策
を
進
め
て
い
く

答

佐藤　知美 議員

必
要
な
補
助
用
具
等
に
対

し
、
公
費
負
担
を
行
っ
て
お

り
、
日
常
生
活
用
具
給
付
、

自
動
車
改
造
・
運
転
免
許
取

得
費
給
付
事
業
等
６
事
業
。

　

経
済
的
支
援
に
つ
い
て
は

手
当
等
の
支
給
、
医
療
費
の

助
成
、
在
宅
の
重
度
障
が
い

者
を
対
象
と
し
た
福
祉
タ
ク

シ
ー
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　

障
が
い
者
に
対
し
福

祉
事
業
を
中
心
に
施
策
の
展

の
状
況
を
十
分
踏
ま
え
な
が

ら
担
当
の
方
で
研
究
も
や
っ

て
く
れ
る
と
思
う
。

　

私
ど
も
も
善
処
で
き
れ
ば

や
っ
て
い
き
た
い
。
障
が
い

者
施
策
に
つ
い
て
は
差
別
支

援
法
に
沿
っ
て
施
策
を
進
め

る
。

議
員　

今
回
の
熊
本
大
地
震

は
、ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

い
つ
何
ど
き
大
地
震
に
襲
わ

れ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、

防
災
体
制
を
真
剣
に
点
検
し

見
直
す
こ
と
で
す
。
第
一
の

質
問
は
、
公
共
施
設
、
民
間

住
宅
の
安
全
対
策
は
進
ん
で

い
る
か
で
す
。

高
平
総
務
企
画
部
長　

防
災

の
拠
点
に
も
な
り
得
る
本
庁

と
脊
振
複
合
施
設
の
建
設
を

行
い
災
害
対
応
に
努
め
て
い

ま
す
。
体
育
館
な
ど
の
照
明

器
具
な
ど
の
耐
震
化
は
、小
・

中
学
校
か
ら
順
次
計
画
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
住
民
に
は
、
家

具
の
固
定
や
避
難
口
の
確
保

な
ど
を
呼
び
か
け
て
い
ま

熊
本
地
震
か
ら
自
治
体
が
学
ぶ
べ
き
教
訓
は
な
に
か

防
災
計
画
に
市
全
体
で
本
気
で
取
り
組
む
か
が
課
題

答

原　　信義 議員

す
。

議
員　

高
齢
者
、
子
供
、
病

人
の
避
難
対
策
は
万
全
か
。

志
岐
福
祉
事
務
所
長　

高
齢

者
や
障
が
い
者
一
人
ひ
と
り

に
つ
い
て
、
災
害
時
に
誰
が

支
援
し
て
、
ど
こ
の
避
難
場

所
へ
行
く
か
を
地
域
に
お
い

て
策
定
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
災
害
時
は
本
人
の
自
助

と
地
域
の
共
助
を
基
本
と
し

た
計
画
を
策
定
し
た
。

議
員　

食
糧
確
保
と
支
援
物

資
の
効
率
的
配
布
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
持
っ
て
い
る
か
。

総
務
企
画
部
長　

受
援
計
画

を
速
や
か
に
策
定
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

議
員　

市
職
員
の
適
正
人
員

確
保
は
重
要
。

総
務
企
画
部
長　

健
全
な
財

政
運
営
と
必
要
な
職
員
数
確

保
で
、
ど
こ
に
適
正
と
妥
当

性
を
見
出
す
か
は
難
し
い
。

防
災
訓
練
、
研
修
を
通
し
て

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
め

ざ
す
。

神埼市ハザードマップ

開
、
建
設
課
で
は
歩

道
や
交
差
点
に
お
け

る
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の

設
置
、
教
育
委
員
会

で
は
学
校
や
図
書
館

へ
の
点
字
図
書
の
蔵

書
、
総
務
課
で
は
公

共
施
設
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
な
ど
努
力
を

さ
れ
て
い
る
が
、
差

別
支
援
法
施
行
を
期

に
差
別
禁
止
条
例
の

制
定
を
し
て
は
ど
う

か
。

市
長　

条
例
に
つ
い

て
は
、
県
、
他
市
町
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原口ひさよ 議員

午
後
１
時
ま
で
利
用
で
き
、

料
金
は
１
日
一
人
当
た
り
、

診
察
料
と
１
，
５
０
０
円
、

半
日
は
診
察
料
と
７
５
０
円

と
な
っ
て
い
る
。

議
員　

保
護
者
が
頼
り
に
し

て
い
る
、「
病
児
保
育
」を
利

用
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
、
二
次
的
な
対
応
や

議
員　

熊
本
を
中
心
と
し
た

地
震
は
、
震
度
７
の
揺
れ
を

２
回
続
け
観
測
史
上
初
の
地

震
で
あ
っ
た
。
多
く
の
被
害

者
を
出
し
、
公
的
施
設
の
避

難
所
が
役
目
を
果
た
さ
ず
避

難
者
は
テ
ン
ト
暮
ら
し
や
車

熊
本
地
震
を
教
訓
に
住
宅
等
の
耐
震
診
断
・
改
修
の
補
助
制
度
を

耐
震
診
断
・
改
修
の
補
助
制
度
の
創
設
を
検
討
す
る

答

中
泊
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
エ

コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
等

の
関
連
に
よ
り
、
入
院
や
亡

く
な
ら
れ
た
方
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
建
物
損
壊
は
11
万
棟

以
上
に
及
び
、
全
半
壊
は
約

１
万
棟
で
あ
っ
た
。
神
埼
市

の
公
的
施
設
の
避
難
所
の
建

物
本
体
や
天
井
、
窓
、
照
明

器
具
、
壁か
べ

材
な
ど
の
非
構
造

部
材
の
耐
震
化
は
十
分
に
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

高
平
総
務
企
画
部
長　

28
施

設
中
24
ヵ
所
は
基
準
を
満
た

し
て
い
る
が
、
４
施
設
は
財

政
負
担
の
軽
減
や
平
準
化
を

図
り
管
理
計
画
に
基
づ
き
対

応
方
針
の
策
定
を
行
い
運
営

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

永
原
教
育
部
長　

体
育
館
で

は
、
非
構
造
部
材
な
ど
の
落

下
防
止
策
は
、
安
全
を
確
保

し
調
査
検
討
し
対
応
し
て
い

く
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

一
般

住
宅
や
共
同
住
宅
な
ど
の
耐

震
診
断
や
改
修
の
補
助
制
度

は
設
け
て
い
な
い
が
、
国
の

補
助
金
を
活
用
し
、
県
と
連

携
し
協
議
す
る
。
補
助
制
度

創
設
も
検
討
す
る
。
耐
震
改

修
促
進
税
制
と
し
て
、
最
大

25
万
円
の
所
得
税
控
除
及
び

固
定
資
産
税
が
１
年
間
２
分

の
１
軽
減
さ
れ
る
。

議
員　

女
性
の
社
会
進
出
が

進
む
中
、
病
児
・
病
後
児
保

育
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い

る
。
現
在
の
市
の
病
児
・
病

後
児
保
育
の
概
要
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

志
岐
福
祉
事
務
所
長　

神
埼

市
、
佐
賀
市
、
小
城
市
、
多

久
市
、
吉
野
ヶ
里
町
の
５
市

町
の
共
同
に
よ
り
実
施
。
生

後
２
ヶ
月
か
ら
小
学
校
３
年

生
ま
で
の
児
童
が
対
象
で
あ

り
、
利
用
人
数
は
、
平
成
26

年
度
は
述
べ
24
人
、
平
成
27

年
度
は
述
べ
36
人
で
あ
る
。

平
日
午
前
８
時
～
午
後
18

時
、
土
曜
日
は
午
前
８
時
～

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
病
児
保
育
の
対
応
を

随
時
、工
夫
し
な
が
ら
相
談
に
応
じ
て
い
く

答

熊本地震による民家の倒壊
神埼市も備えが必要である

千代田町保健センターの親子ふれあい室

そ
の
他
の
質
問

・
I
C
T
の
復
興
に
よ
り

活
字
文
化
の
衰
え
は
な
い

の
か
。

相
談
は
で
き
な
い
も
の
か
。

福
祉
事
務
所
長　

フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

と
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
併
設
し
、
保
育
士

が
相
談
等
に
対
応
し
て
い
る
。

今
後
随
時
、
い
ろ
い
ろ
工
夫

し
な
が
ら
相
談
に
応
じ
て
い

き
た
い
。

野副　 昭 議員

病
児
・
病
後
児
保
育

に
つ
い
て
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議
員　

合
併
特
例
債
は
、
合

併
し
た
自
治
体
へ
の
ア
メ
の

部
分
で
、
大
変
有
利
な
制
度

で
あ
る
。
県
内
の
合
併
し
た

自
治
体
で
新
庁
舎
建
設
事
業

で
合
併
特
例
債
を
使
わ
な

か
っ
た
自
治
体
は
あ
る
の

新
庁
舎
建
設
の
進
捗
状
況
並
び
に
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

今
年
度
、基
本
計
画
策
定
並
び
に
基
本
設
計
を
行
な
う

答

円
で
一
般
事
業
債
を
活
用
し

た
場
合
の
負
担
額
は
約
39
億

円
と
な
り
、
実
質
的
な
負
担

額
の
差
は
約
26
億
円
と
な

り
、
合
併
特
例
債
を
活
用
す

べ
き
と
思
う
が
市
の
考
え
を

問
う
。

総
務
企
画
部
長　

非
常
に
有

利
な
起
債
で
、
財
政
面
へ
の

影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

為
に
、
ぜ
ひ
合
併
特
例
債
を

活
用
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

議
員　

脊
振
、
神
埼
、
千
代

田
で
の
住
民
説
明
会
で
反
対

の
意
見
は
な
か
っ
た
。
神
埼

市
民
の
皆
様
は
常
識
の
あ
る

判
断
を
さ
れ
た
と
思
う
。
新

庁
舎
建
設
に
向
け
た
市
長
の

考
え
を
問
う
。

市
長　

十
分
な
説
明
、
ま
た

理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い

く
。
た
だ
今
日
の
地
震
を
考

え
れ
ば
市
民
の
方
々
に
一
日

も
早
く
取
り
組
め
る
よ
う
訴

え
て
い
き
た
い
。
そ
の
間
災

害
の
な
い
こ
と
を
願
う
だ
け

で
あ
る
。

議
員　

春
や
秋
の
九
年
庵
公

開
に
加
え
、
地
域
の
家
々
に

紅
葉
や
ツ
ツ
ジ
の
苗
を
配
布

し
、
庭
先
に
植
栽
し
て
も
ら

う
こ
と
で
仁
比
山
地
区
を

「
紅
葉
谷
化
・
ツ
ツ
ジ
谷
化
」

し
、
年
間
を
通
じ
た
誘
客
対

策
を
。

高
平
総
務
企
画
部
長　

当
地

区
は
市
内
で
最
も
来
訪
者
が

あ
る
が
、
現
状
は
九
年
庵
公

開
時
に
集
中
し
て
お
り
、
今

後
当
地
区
の
資
源
を
生
か

し
、
安
定
し
た
観
光
客
誘
致

の
総
合
的
な
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
る
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

植
栽

は
地
域
の
魅
力
が
高
め
ら

れ
、
来
訪
者
の
満
足
度
ア
ッ

プ
も
期
待
で
き
る
が
、
植
栽

後
の
管
理
や
地
元
の
理
解
と

年
間
を
通
じ
て
仁
比
山
地
区
に
観
光
客
を
誘
致
す
る
対
策
を

地
元
と
と
も
に
継
続
的
な
取
り
組
み
を
進
め
た
い

答

い
っ
た
課
題
を
見
極
め
、
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

議
員　

車
を
使
っ
た
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
仕
掛
け
や

米
つ
き
の
実
演
、
川
渕
の
遊

歩
道
の
整
備
、
遊
学
館
を
生

か
し
た
店
舗
の
誘
致
、
朝
市

の
開
催
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん

も
や
る
気
の
あ
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
ぜ
ひ
連
携

し
て
一
体
的
な
整
備
を
お
願

い
し
た
い
。

　

次
に
大
御
田
祭
に
つ
い

て
。
悠
久
の
歴
史
を
持
つ
こ

の
祭
り
を
ぜ
ひ
神
埼
市
の
文

化
財
と
し
て
指
定
し
て
補
助

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長　

無
形
文
化
財
等
の
指

定
を
受
け
て
、
保
存
会
と

い
っ
た
組
織
が
あ
れ
ば
、
あ

る
程
度
の
支
援
は
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

簑原　　忍 議員

藤瀬　光正 議員

そ
の
他
の
質
問

・
神
埼
市
の
将
来
像
に
つ
い

て
・
市
営
住
宅
に
つ
い
て

 
基本構想における新庁舎の位置 

 
本庁舎 

中央公民館 

か
。

高
平
総
務
企
画
部
長

　

平
成
21
年
12
月
の

白
石
町
庁
舎
の
建
設

を
は
じ
め
、小
城
市
、

佐
賀
市
、
武
雄
市
、

唐
津
市
の
４
市
に
お

い
て
合
併
特
例
債
を

活
用
し
な
か
っ
た
自

治
体
は
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。

議
員　

合
併
特
例
債

を
活
用
の
場
合
、
市

の
負
担
額
は
約
13
億
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片江　　護 議員

議
員　

脊
振
に
お
い
て
は
、

複
合
施
設
を
中
心
と
し
た
町

づ
く
り
、
神
埼
に
お
い
て

は
、
新
庁
舎
建
設
に
よ
る
新

し
い
町
づ
く
り
が
進
ん
で
い

ま
す
が
、
千
代
田
に
お
い
て

は
、何
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。

庁
舎
の
空
ス
ペ
ー
ス
、
は
ん

ぎ
ー
ホ
ー
ル
を
中
心
と
し
た

空
間
を
利
用
し
た
、
千
代
田

町
の
町
づ
く
り
の
拠
点
を
示

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

千
代
田
の
人
た
ち
が

一
番
使
い
勝
手
の
い
い
、
今

一
番
自
分
た
ち
が
望
ん
で
い

る
事
な
ど
、
千
代
田
の
ほ
う

か
ら
意
見
を
出
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
う
い
う
意
見
を
出
し

て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
を
集
約

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

現
千
代
田
町
庁
舎
利
用
に
つ
い
て

現
庁
舎
跡
地
検
討
委
員
会
で
検
討
し
ま
す

答

る
。

議
員　

誉
れ
高

い
現
庁
舎
、
九

州
で
一
位
二
位

を
争
う
は
ん

ぎ
ー
ホ
ー
ル
、

そ
し
て
周
辺
の

空
間
を
利
用
し

た
町
づ
く
り
を

や
っ
て
ほ
し

い
。

市
長　

検
討
委

員
会
の
中
で
議

論
さ
れ
た
事
な

ど
を
中
心
に
、

千
代
田
の
方
た

ち
が
夢
を
い
っ

ぱ
い
濃
縮
で
き

る
よ
う
、
市
民

協
働
の
精
神
で

や
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

議
員　

Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区

中
央
支
所
は
、
改
正
さ
れ
た

建
築
基
準
法
で
建
築
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
耐
震
基
準

と
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

耐
用
年
数
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

高
平
総
務
企
画
部
長　

取
得

を
目
指
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
さ
が

神
埼
地
区
中
央
支
所
及
び
神

埼
建
設
業
会
館
の
建
物
は
、

新
耐
震
規
準
で
建
築
さ
れ
て

い
る
。「
解
体
す
る
の
か
。」

「
改
修
を
加
え
て
公
共
施
設

と
し
て
活
用
す
る
の
か
。」

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

議
員　

建
築
学
会
で
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
寿
命
は
、

一
般
的
に
は
65
年
以
上
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は

設
備
や
機
能
・
経
済
的
な
理

Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
中
央
支
所
の
活
用
は

活
用
は
、今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る

答

由
で
解
体
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
。
市
は
公
共
施
設
の

長
寿
命
化
に
つ
い
て
ど
う
検

討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
企
画
部
長　

市
で
は
、

保
有
す
る
公
共
施
設
を
効
果

的
、
効
率
的
に
活
用
す
る
視

点
か
ら
「
神
埼
市
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
」
を
策
定

し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

管
理
運
営
に
よ
り
、
長
寿
命

化
に
努
め
最
大
限
に
有
効
活

用
す
る
。

議
員　

Ｊ
Ａ
会
館
・
建
設
業

会
館
の
取
得
ま
た
は
移
転
補

償
の
方
針
は
、
い
つ
結
論
が

出
る
の
か
。

中
島
企
画
課
長　

建
物
の
移

転
補
償
、
取
得
補
償
に
つ
い

て
は
、
民
間
コ
ン
サ
ル
業
者

に
委
託
し
て
補
償
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
補
償
費
の
算

定
を
取
り
組
ん
で
い
る
の

で
、
9
月
か
10
月
ぐ
ら
い
に

は
、
き
ち
ん
と
し
た
も
の
が

出
る
。

はんぎーホール 千代田支所

中野　　均 議員

そ
の
他
の
質
問

・
住
宅
政
策
と
人
口
減
少
に

つ
い
て
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一般質問

宮地　　明 議員

議
員　

増
え
続
け
る
猪
の
対

策
と
し
て
、
メ
ッ
シ
ュ
柵
や

電
柵
、
捕
獲
等
対
策
が
行
わ

れ
て
い
る
中
で
、
城
原
地
区

に
お
い
て
地
区
全
体
で
鳥
獣

害
対
策
に
取
り
組
む
決
起
大

会
も
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
熱

心
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た

が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

小
坂
農
林
水
産
担
当
参
事
官

　

農
作
物
被
害
や
集
落
へ
の

出
没
な
ど
に
よ
る
不
安
も
広

が
っ
て
い
る
状
況
も
あ
り
、

住
民
参
画
に
よ
る
地
域
ぐ
る

み
で
の
対
策
が
重
要
と
な
っ

て
き
て
お
り
、
城
原
地
区
の

取
り
組
み
は
大
変
す
ば
ら
し

い
。
こ
の
取
り
組
み
を
市
全
体

に
広
め
た
い
し
、
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
交
付
金
の
推
進
会

城
原
地
区
の
独
自
の
鳥
獣
害
対
策
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か

地
域
ぐ
る
み
で
の
対
策
が
重
要

答

議
な
ど
で
情
報
発
信
す
る
と

と
も
に
、
取
り
組
む
地
域
へ

の
支
援
を
強
化
し
て
い
く
。

高
平
総
務
企
画
部
長　

備
蓄

品
は
人
口
の
５
％
が
避
難
さ

れ
た
想
定
で
計
画
的
に
整
備

し
、
ま
た
、
他
市
町
等
と
の

災
害
時
協
定
も
締
結
し
て
い

る
。
災
害
発
生
時
の
対
応
や

行
動
等
に
つ
い
て
市
民
へ
の

周
知
を
充
実
し
て
い
く
。

城原地区における鳥獣捕獲対策研修の様子

山口　義文 議員

永
原
教
育
部
長　

小
学
生
の

登
下
校
時
の
荷
物
が
多
く
、

小
さ
な
体
で
そ
う
い
う
荷
物

を
運
ぶ
の
が
大
変
な
よ
う
だ

と
い
う
状
況
を
踏
ま
え
て
の

御
質
問
だ
と
思
い
ま
す
。

　

物
を
運
ぶ
際
に
重
さ
を
軽

減
で
き
る
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
ク

は
、
大
人
に
と
っ
て
は
大
変

便
利
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
小
学
生
に
関
し
ま
し
て

は
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
ほ
う
が

機
能
的
に
す
ぐ
れ
て
い
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
主
な
理

由
は
、
両
手
が
自
由
な
ほ
う

が
危
険
防
止
に
有
効
で
あ
る

こ
と
。
頭
部
を
保
護
す
る

ク
ッ
シ
ョ
ン
が
わ
り
に
な
る

こ
と
。
ま
た
、
水
路
な
ど
に

落
ち
た
場
合
、
浮
く
こ
と
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

小
学
生
の
通
学
で
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
ク
は
い
け
な
い
の
か

ラ
ン
ド
セ
ル
の
ほ
う
が
適
し
て
い
る

答

議
員　

キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
ク
を

使
い
ま
す
と
、
地
面
へ
垂
直

方
向
に
大
き
な
ベ
ク
ト
ル
の

矢
印
が
い
く
わ
け
で
す
。
そ

れ
に
比
べ
て
横
に
引
っ
張
る

力
と
い
う
の
は
、
転
が
り
摩

擦
で
結
局
少
な
い
力
で
済
む

わ
け
で
す
。
ベ
ク
ト
ル
を
考

え
る
と
、明
ら
か
に
楽
で
す
。

地
面
が
反
作
用
で
押
し
上
げ

て
く
れ
ま
す
。

久
保
学
校
教
育
課
長　

議
員

の
御
意
見
、
非
常
に
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
が
、
ま
ず
安

心
安
全
が
先
で
す
の
で
、
子

供
の
安
心
安
全
を
ま
ず
最
優

先
に
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

小学生の通学の様子

熊
本
地
震
の
教
訓
に

つ
い
て

議
員　

熊
本
地
震
で
は
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
、
近
隣

の
我
々
に
も
多
大
な
恐
怖
を

与
え
た
。
地
震
に
限
ら
ず
自

然
災
害
に
対
す
る
日
常
か
ら

の
備
え
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
た
が
、
被
害
を

最
小
限
度
と
す
る
対
策
は
。

そ
の
他
の
質
問

・
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ

い
て

・
市
道
の
危
険
個
所
に
つ
い

て

そ
の
他
の
質
問

・
貧
困
家
庭
の
子
供
へ
の
対

応
・
熊
本
、
大
分
地
震
に
つ
い

て
・
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
に
つ
い
て

・
行
政
書
士
法
の
改
正
に
つ

い
て
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一般質問

木原　憲治 議員

議
員　

旧
古
賀
銀
行
は
平
成

13
年
に
国
の
登
録
有
形
文
化

財
に
ま
た
佐
賀
県
遺
産
に
も

指
定
さ
れ
、
中
心
商
店
街
の

拠
点
と
し
て
、
平
成
24
年
度

よ
り
５
ヶ
年
計
画
で
進
め
ら

れ
、
今
、
最
終
の
耐
震
補
強
、

復
元
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
進
捗
状
況
は
。

永
原
教
育
部
長　

耐
震
補
強

工
事
は
今
年
３
月
に
完
了

し
、
復
元
工
事
は
現
在
50
％

の
進
捗
で
今
年
度
に
完
了
予

定
で
あ
る
。

議
員　

門
前
広
場
の
整
備
計

画
の
進
捗
は
。

高
平
総
務
企
画
部
長　

庁
内

に
中
心
市
街
地
拠
点
整
備
事

業
基
本
構
想
の
策
定
に
係
る

協
議
会
を
設
置
し
、
現
在
基

本
設
計
、
実
施
設
計
が
終
わ

中
心
商
店
街
の
活
性
化
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

（
拠
点
整
備
事
業
の
）協
議
会
を
設
置
し
方
向
性
を
取
り
ま
と
め
て
い
る

答

り
今
年
最
終
年
度
と
し
て
工

事
や
備
品
購
入
に
取
組
む
予

定
で
あ
る
。

議
員　

旧
古
賀
銀
行
及
び
門

４月５日	 議会広報編集特別委員会
　　６日～８日
	 韓国霊岩郡視察訪問
　　14日	 神埼市まちづくり特別委員会
	 全員協議会
　　16日	 神埼市首都圏ふるさと会会員との交流会
　　19日	 議会広報編集特別委員会
　　20日	 全員協議会
　　21日	 各派代表者会議
	 第216回佐賀県市議会議長会
　　25日	 議会広報編集特別委員会
　　26日	 平成28年４月第２回神埼市議会臨時会
　　28日	 議会広報編集特別委員会
５月２日	 平成28年５月第３回神埼市議会臨時会
	 神埼市まちづくり特別委員会
　　11日～ 12日
	 平成28年度防衛省全国情報施設協議会役
	 員会（石川県）
　　16日	 文教厚生常任委員会
	 産業建設常任委員会

　　19日	 小城市議会より行政視察
　　20日	 議会報告会運営会議
　　24日	 議会運営委員会
　　27日～６月22日
	 平成28年５月第４回神埼市議会定例会
　　27日	 議会改革検討特別委員会 第1・第2分科会
　　30日	 九州市議会議長会第2回理事会（東京都）
	 臨時佐賀県市議会議長会（東京都）
　　31日	 第92回全国市議会議長会定期総会
	 （東京都）
６月２日	 議会広報編集特別委員会
　　６日	 市町村広域災害ネットワーク議会代表者
	 会議（東京都）
　　８日	 議会改革検討特別委員会 第2分科会
　　10日	 議会改革検討特別委員会 小委員会
　　14日	 平成28年度予算特別委員会
　　16日	 議会改革検討特別委員会
　　17日	 神埼市まちづくり特別委員会

《議会の動き》（Ｈ28年４月～６月）

架け替え工事計画のある
土井の上橋（東信用組合東側）

今年度本工事着手予定の
門前広場整備事業

す
る
要
望
書
を
再
度
提
出
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
東
部
土

木
事
務
所
と
の
協
議
を
密
に

し
早
期
橋
梁
工
事
の
実
現
に

努
め
た
い
。

前
広
場
の
今
の
利
活
用

の
考
え
は
。

中
島
企
画
課
長　

旧
古

賀
銀
行
で
は
、
地
元
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の

意
見
を
踏
ま
え
て
、
取

り
ま
と
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。
門
前
広
場
に

関
し
て
は
、「
か
ん
ざ

き
櫛
田
の
市
」「
長
崎

街
道
か
ん
ざ
き
宿
場
ま

つ
り
」
な
ど
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
や
市
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
活
性
化
に

努
め
て
い
き
た
い
。

議
員　

土
井
の
上
橋

（
東
信
用
組
合
横
）
の

架
け
替
え
工
事
計
画
の

状
況
は
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

平
成
27
年
10
月
に
は
橋

梁
の
幅
を
上
・
下
流
１
・

５
ｍ
ず
つ
拡
幅
し
、
右

岸
北
側
を
親
水
広
場
と
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全国市議会議長会表彰
　去る５月 31 日、東京都で開催されました「第 92 回全国市議会議長会

定期総会」において、市政発展に寄与された功労者として、「議員在職25年」

で原信義議員、「議員在職 10 年」で山口義文議員、廣瀧恒明議員、山田

一明議員、田原和幸議員、原口ひさよ議員、白石昌利議員が表彰されま

した。

議員在職25年

議員在職10年

原　信義 議員

山口　義文 議員 山田　一明 議員葊瀧　恒明 議員

田原　和幸 議員 白石　昌利 議員原口ひさよ 議員

※原議員については町議在職期間を加算
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編
集
後
記

広
報
委
員
会

委 

員 

長　

野
副　

昭

副
委
員
長　

原　
　

信
義

委
　
　
員　

白
石　

昌
利

委
　
　
員　

原
口
ひ
さ
よ

委
　
　
員　

田
原　

和
幸

委
　
　
員　

永
沼　
　

彰

議会報告会のご案内
　市議会では「開かれた議会」を目指して、昨年にひき続き議会報告会を開
催します。
　多くの皆様のご参加をお待ちしております。

日　　　時 会　場

８月２０日（土） １９：００～２０：３０ 神埼市中央公民館
１階 第１研修室

８月２６日（金） １９：００～２０：３０ 脊振公民館 ２階
大会議室

８月２７日（土） １９：００～２０：３０ 千代田支所 ２階
２－２会議室

〈内容〉

（１）報告

　　「２月定例会等について」

（２）議員と語ろう

　　「聞かせて市民の声」

　

今
回
の「
議
会
だ
よ
り
」は
新
メ
ン
バ
ー

で
作
成
い
た
し
ま
し
た
。
各
委
員
の
視
点

で
、
市
民
に
「
見
や
す
く
、
読
み
や
す
く
、

分
か
り
や
す
く
」
を
テ
ー
マ
に
議
会
だ
よ

り
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

５
月
定
例
会
に
つ
い
て
は
、
行
政
か
ら

提
出
さ
れ
た
議
案
の
審
議
や
、
神
埼
市
の

発
展
に
つ
な
ぐ
議
員
の
思
い
を
込
め
た
一

般
質
問
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
８
月
に
は
３
回
目
と
な
る
議
会

報
告
会
が
、
脊
振
、
神
埼
、
千
代
田
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
神
埼
市
民
の
代
表
者
と
し

て
、
神
埼
市
を
思
う
議
員
の
考
え
や
気
持

ち
に
つ
い
て
議
会
で
訴
え
た
こ
と
を
皆
様

に
報
告
す
る
年
一
回
の
機
会
で
す
。

　

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。�

（
記　
　
　
　
　
　

）

野
副　

昭


